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　201Tl 運動負荷 SPECT での冠動脈検出感度は，






によるものである3）．201Tl 製剤と 99mTc 製剤の心筋





























































































































頻度が高いとされていた prospective gating 法を元
にした様々な技術が開発される事により主流になっ
てきたため被曝の問題は軽減した．さらに 128 列
































なる．いわゆる soft plaque の診断は 50 HU（ある
いは 60 HU）以下のものを示すことが多い．しか
し，両者にはかなりの overlap があり，また近傍に
石灰化が存在する場合の beam hardening eﬀect や
動脈内の高濃度造影剤による周囲組織の CT値の
上昇などの影響が生じるため絶対的な指標とはい
えない．Motoyamaら13）は 64 列 CTを用い，それま




calciﬁcation（p＝0.0005），positive remodeling （p ＜
0.0001）において有意に発病率が高く，これらの 3
要素は予測因子として重要な診断基準として用いら
れている．しかし一方では，同じく 64 列 CTを用
いて IVUS と比較した検討で，正常・石灰化プラー
ク・非石灰化プラークはCT値に有意な差を認めた
ものの，30 HU を基準とした場合 soft plaque と
ﬁbrous plaque には CT値にほとんど差がなかった
報告もされている14）．空間分解能および時間分解
能に勝る dual source CT はプラーク性状判定に関
しては，2管球が故に生じる散乱線（cross scatter 




ﬁbroatheroma，calciﬁed plaque の区別では，single 
source CT と dual source CT では差が無かった旨



































































いた FLASH法よりも artifact の出現頻度には差が
あるが，高い信号/ノイズ比を得ることできた23）．
Yangら24）は Nagata らと同様の検討は従来MRA



















スの応用である．撮像法としては double inversion 





























　遅延造影MRI とは造影剤投与後 10 分以上経過し
てから撮像される造影MRI のことであり，正常心








延造影MRI での心筋梗塞の感度はAMI で 99％，
OMI で 94％とされている．SPECT に対する最大
の利点は高い空間分解能であり，治療対象となる心
内膜下梗塞の評価が可能となる（図 2）．かつての
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